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研究成果の概要（和文）： 
法令工学は，安心安全な社会の実現に向け，法令や規則のシステム的側面を扱う方法論を研究
する新しい学問分野である．法令工学の言語面の研究として，本研究は，国民年金法を主な対
象に，法令構造の分析・モデル化，注釈コーパスの作成，法令構造の解析法，条文の論理表現
への変換法，法令の矛盾検出法，可読性の高い法令文記述などに関する研究を行い，複数文条
項の要件効果構造のモデル化，解析法，条項の構造的書き換えなどについて成果を得た． 
 
研究成果の概要（英文）： 
Legal Engineering is a new field that studies a methodology to treat a systematic 
aspect of laws and rules.  This research took up mainly a national pension law as 
an example law which regulates a social system and conducted various studies on 
analyses and models of legal structures, annotated corpora, analysis methods of legal 
structures, transformation methods into logical representation from law sentences, 
methods for detecting contradiction in laws, description of law sentences with high 
readability and so on.  Based on such studies, we made annotated corpora and obtained 
a model of requisite and effectuation structures of a law paragraph consisting of 
multiple sentences, methods for analyzing structures and a structural paraphrasing 
model of a law paragraph. 
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2008 年度 3,600,000 1,080,000 4,680,000 

2009 年度 3,200,000 960,000 4,160,000 

2010 年度 3,600,000 1,080,000 4,680,000 

2011 年度 3,100,000 930,000 4,030,000 

年度  

総 計 13,500,000 4,050,000 17,550,000 

 
研究分野：自然言語処理  
科研費の分科・細目：情報学・知能情報学 
キーワード：法令工学，法令文書，言語解析，法令構造，論理表現，国民年金法 
 
１．研究開始当初の背景 
 我々の社会は非常に多数の相互に関連し
た法令により規定されている．社会というシ
ステムを考えたとき，法令がこのシステムの
仕様書の役割を果たしていることを意味す

るが，法令の持つシステム的側面は従来十分
な研究対象になっていない． 
 現代の社会の変化は大きく，変化に伴い，
新しい政策や制度の導入，既存の政策や制度
の変更などがタイムリーに行われることが
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期待される．政策や制度は，それらが法令と
して適切に記述され制定されることにより，
社会システムとして実現される．このような
点から，「法令は社会を動かすソフトウェア
である」ということができる． 
 法令の制定や改定などには，実務だけをと
っても，多大な労力と時間が必要とされる．
現在，非常に多くの法令があり，法令の制定
や改定に際しては，多数の法令の中から関連
法令を特定することにより，矛盾なく整合的
に制定や改定が行なわれなければならない． 
 電子化社会を迎え，法令が規定する制度が
社会基盤情報システムにより実現されるよ
うになっている．そのため，社会基盤情報シ
ステムは法令を矛盾なく反映して作られな
ければならない．法令の改定に際しては，変
更を社会基盤情報システムに矛盾なく整合
的につなげなければならない． 
 上記のような問題に対して，情報科学の原
理や技術を用いる方法論を与えるのが法令
工学である．法令工学は，21 世紀 COE プログ
ラム「検証進化可能電子社会」の主要課題の
一つとして世界で初めて提案され，法令の作
成・解析・変更を系統的に行う方法論，法令
構造に基づいて社会基盤情報システムを設
計・開発する方法論などを研究する． 
 法令の無矛盾性は，法令を論理・形式表現
に変換し，定理証明技術により検出すること
ができる．法令が論理・形式表現に変換され
ていれば，法令に基づく社会基盤情報システ
ムの開発が系統的に行えるようになる．ある
いは，可読性の高い法令文を生成することも
可能となる．このように，法令が論理・形式
表現により記述されていると，法令工学の課
題の解決が行いやすくなる．法令は自然言語
により記述されていることから，関連法令や
条文の検出，論理・形式表現への変換などに，
言語解析の役割は大変大きい．そこで，安心
安全な社会の実現に向け，法令工学を推進す
るために，本研究課題を申請した． 
 
２．研究の目的 
 法令工学の研究として，法令文書および法
令文の法令構造を分析・モデル化し，法令の
注釈付きコーパスを作るとともに，モデルに
基づいて，法令構造の解析法，法令文書の整
合性の検査法，法令条文の構造的書き換え法
を明らかにし，法令工学の発展に資すること
を目的とする． 
 
３．研究の方法 
 法令文書や法令文を分析し，法令構造のモ
デル，解析法などを明らかにする． 
 対象とする主な法令は社会基盤情報システ
ムがある国民年金法とする． 

 分析により，法令構造をモデル化するとと
もに，法令構造の注釈が付与されたコーパス
を構築し，解析法の研究などに用いる． 
 分析などに際しては，法令に関する各種書
籍を参考にするとともに，適宜，専門家の助
言を求める． 
 研究内容は，法令構造の分析とモデル化，
それに基づく解析法などであることから，最
初の2 年は，分析，モデル化，処理などの基
本部分の研究を主体とし，後半の2年は，分析
を増やしながら，モデルや解析法の一般化，
解析実験，評価などを行う． 
 
４．研究成果 
 法令構造に関する分析，法令構造の論理面
の解析法，法令構造の概念面の解析法，法令
文書の矛盾検出法，法令の作成や変更を支援
する方法，特定の言語表現の検索法，条項の
構造的書き換え法などに関する研究を行い，
下記の成果を得た．なお，これらの研究には
21 世紀 COE プログラムなど，他の研究費も用
いて行った． 
（１）法令構造に関する分析に関しては，主
に国民年金法を対象に，条文の言語表現と要
件効果構造との関連，他条文などを参照する
表現の論理表現，参照表現と被参照表現の関
係，概念構造，名詞句「Aの B」の論理表現，
並列句などを分析した． 
①条文の論理構造については，要件効果構造
が基本であることから，特に，複数文からな
る条項の要件効果構造を分析し，その構造が
大きく 7 種類，細かくは 20 種類程度に分類
できることを見出した．要件効果構造につい
ては，厚生年金法の一部についても分析した．
また，労働基準法などの幾つかの法律につい
ても，日本語とともにその英訳について要件
効果構造を分析した． 
 上記の分析に基づいて，要件効果構造の注
釈を付したコーパスを作成した．また，参照
表現と被参照表現についても，その注釈を付
したコーパスを作成した． 
②概念面については，国民年金法の第 2章を
対象に，法令要素のクラスやその関係を UML
の視点で分析し記述した．また，国民年金法
の分析に基づき，オントロジーを人手により
作成した． 
（２）法令構造の解析法に関しては，論理構
造の解析法と概念構造の解析法を研究した． 
①法令文の論理構造の解析法については，規
則ベースのものと機械学習ベースのものを
研究した． 
 本研究の前に lisp を用いて開発していた
規則ベースのシステムについて，本研究では，
格構造，「Aの B」の解析のための格フレーム
辞書，1 文の要件効果構造を捉えるパターン
などの拡充を行い，システムの解析対象を拡
げた． 



 

 

 本研究では，特に，複数文からなる条項の
要件効果構造が解析できるよう，要件効果構
造を捉えるパターンを設計し，注釈コーパス
から自動的に獲得できるようにした．パター
ン規則は正規表現により表現される．国民年
金法の約 600 の条項および約 350 の挿入文に
対する注釈コーパスから獲得した．このよう
にして得られたパターンにより，条項を構成
する 1文または 2文の要件効果構造が捉えら
れるとともに，括弧内の挿入文の機能が捉え
られる． 
 機械学習ベースによる方法については，1
文の要件効果構造を認識する方法と複数文
の要件効果構造を認識する方法を提案した． 
 1 文の要件効果構造の認識については，要
件や効果の部分をまず認識し，どの部分がど
の部分と関係して一つの要件効果構造にな
るかを認識する．要素となる部分は高い精度
で認識できる．このような課題は新しいもの
で，実験結果の精度は最初の基準を示したも
のといえる． 
 複数文については，まず，主題部，要件部，
効果部など，要件効果構造の部分を CRFs に
より認識し，次に整数線形計画法により要件
効果構造を認識する．精度は，部分が 74%，
要件効果構造が 80%，全体で 56%であった． 
②法令構造の概念面については，法令文書の
クラス概念とそれらの関係の解析法を提案
し，国民年金法の解析に適用した．この解析
法は，法令文の格構造を解析し格役割および
動詞などの情報を用いる．人手によるオント
ロジーと比較し，有効性を確認した． 
（３）法令文書の矛盾検出法については，補
足知識や循環など考慮した方法を本研究の
前に提案しシステム化しているが，本研究で
は，このシステムの改良などを行うとともに，
国民年金法の通則部を対象に，その条項の論
理・形式表現をホーン節で記述し，本研究に
おいて開発した国民年金法のオントロジー
を用いて，矛盾がないことを確かめた． 
（４）法令の作成や変更を支援する方法につ
いては，入力情報と法令文書の関連部分を意
味的に照合する方法を提案し，米国の法律に
適用して有効性を確認した． 
（５）特定の言語表現の検索のために，法令
文の係り受け構造コーパスを利用し，係り受
け構造情報を利用して検索する方法を研究
し，プロトタイプシステムを作って動作を確
認した． 
（６）可読性の高い法令を目指した条項の構
造的書き換えについては，構造的書き換え規
則を提案し，国民年金法の被保険者に係る約
320 の条項を人手で構造的に書き換え，社会
保険労務士に確認してもらった．誤解による
誤りが幾つかあったが，ほとんどの条文は書
き換えに誤りはなかった．さらに，構造的書
き換えと元文を被験者に読んでもらう実験

を行い，構造的書き換えは理解が速いことを
確認した． 
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